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利用・用途・応用分野

心肺機能測定装置、一般家庭用体調管理機器として利用

目的・課題 解決ポイント

従来の心肺計測装置は、採集した信
号が微弱で、センサ回路に絶対の
アースが取れず、圧電フィルムセン
サに電荷が溜まり、出力電圧の上昇、
ノイズ発生が避けられず、精度を高
められなかった。圧力変動、生体電
気計測センサからの信号を処理する
計測装置の発生ノイズを抑制し、長
時間高精度の信号を得られるように
することが求められていた。

圧電フィルムセンサや導電性繊維セン
サを用いた心肺機能計測装置で、圧電
フィルムセンサで取得した信号をローパ
スフィルタ、バンドパスフィルタでノイズ
カットすると共に、コンパレータ及び
ショート回路でセンサの飽和状態を解消
した。導電性繊維センサで取得した信
号はローパスフィルタ、第１及び第２の
バンドパスフィルタ、ノッチフィルタにより
ノイズカットするので、長時間高精度の
信号を得る。睡眠中等日常生活で利用
可能な心肺機能計測装置である。

研究概要・アピールポイント

導電性繊維センサと圧電フィルムセンサを備える併用型の心肺機能計測装置は、
両センサが互いに補間することで、より高性能の心肺機能センサを実現できる。
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心肺機能計測装置をベルトタイプとした構成を示す図
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